
 

 

① 親水広場 
桜の園入口にある廃線跡一番の憩い

の場所。 

河原に降りることもできる。 

③ エントランス広場 
桜の園に入ってすぐの憩いの広場。

夏はクーラースポット、秋は紅葉が

美しい。 

④ 桜坂 
ヤマザクラの大木が多数集まってい

る。高い木が多いので、坂の上から見

下ろすと美しい。 

⑤ 東屋(育樹の丘) 
笹部氏が桜の研究をした場所。東屋

があり、ここで市民植樹会が行われ

た。早春にはエドヒガンも咲く。 

② 展望広場 
廃線跡下流側の休憩場所。 

桜坂のヤマザクラや川沿いの紅葉

が一望できる。 

四季を楽しむ 

桜の園・亦楽山荘 案内図 
え き ら く さ ん そ う  

⑧ 林間広場 
小学生の野外活動に使われる。大峰

山登山道の途中にある、木々に囲ま

れた静かな山上の別天地。 

⑨ 隔水亭 
1929 年（昭和 4 年）に建てられた

笹部氏の二代目研究室。ここの新緑

と紅葉は絶景ポイントの一つ。 

⑩ 城が丘 
笹部氏が造成した山の中腹の広場。 

周回ルート中央部にあり、大人数ハ

イキングの休憩にご利用ください。 

⑫ つつじが丘展望所 
一番標高が高く、眺めが良い場所。 

北西方向が開けていて、丹波・播磨

の山々や新名神高速道が見える。 

⑪ 赤松道ビューポイント 
赤松道の途中の休憩ポイント。桜坂

を見下ろせる唯一の場所。廃線入口

方向の視界も広がる。 

⑥ 東屋 紅葉ビューポイント 
東屋より隔水亭方向へ 20m 下った

ところは桜の園一番のモミジのビ

ューポイント。 

⑦ 滝見の道 ビューポイント 
東屋より滝見の道を 100m 程行っ

たところのモミジのビューポイン

ト。 

桜の見どころ ：① ② ④ ⑤ ⑪ ⑫ 

紅葉の見どころ：① ② ③ ⑥ ⑦ ⑨ 

すべて山道です 
悪天候の日の入園は避けて下さい  

家 族 向 き  

一 般 向 き  

健 脚 向 き  

健 脚 向 き  

みんなの森を大切にしましょう 

● 園内の動植物を採取しないでください 

● 園内では火気を使用しないでください 

● ゴミは持ち帰りましょう 

Ｎ 

遊歩道 さくらの道  

エントランス広場から一息上ると桜坂。ヤマザクラの大木の間をジ

グザク登り、路が平坦になれば間もなく東屋(育樹の丘)に着く。 

往復約１km 40 分ほど、道幅が広く比較的安全に散策できる。 

周回路 城が丘・隔水亭・東屋  

もみじの道・どんぐりの道を登ること 20 分程で城が丘広場に出る。

一旦谷に下りて登りなおすと隔水亭を経て東屋(育樹の丘)に着き、

さくらの道に合流する。急な下りのある狭い山道で、落石も多いの

で注意を要する。一周約 1.4km 60 分ほど、道巾が狭いので周回路

は反時計廻りの一方通行を推奨します。 

登山道 大峰山道  

東屋(育樹の丘)から10分ほど登ると屋外卓のある林間広場に出る。

広場を通り抜け尾根を登ると四辻経由で大峰山山頂に通じる。桜の

園入口から山頂までは 1 時間 30 分ほど。 

登山道 つつじが丘展望所  

遠見の道は桜の園の入口から急な尾根道を登り山の上に出て、桜の

園外周沿いを赤松休憩所・つつじが丘展望所を経てササラ沢に至る。 

沢を渡り少し登り平坦道を歩いて、大峰道四辻に合流する。東屋へ

は少し遠回りになるが、高低差・岩場が無く比較的安全である。 

赤松道は城が丘から森を抜けて急な山道を登る。途中に桜坂と武庫

川を見下せるビューポイントがある。比較的良く整備されており、

下山に適している。 

滝見の道は東屋(育樹の丘)から入り、ササラ沢に至る。途中で満月

滝を見下ろせるが、道の悪い所・踏跡の不明瞭な所・落石の危険・

渡渉があり、大雨の後は避けた方が良い。 


